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1 は じ め に

近年,水質に対する国民的関心が高くなり,水質成分に
ついて,研究者や研究支援部門関係者からの問い合わせが,
相次いでいる。著者らは,東北農業試験場構内とその周辺
地帯より,水道,井戸,農村集落用水,河川及び農村集落
内施設等々から試水を採取し,浮遊物質 (SS),水素イオ
ン濃度 (pH),各種形態窒素,燐,加里,苦土,石灰,ナ
トリウム,鉄,亜鉛及びマンガンを定量分析したので報告
する。

2試 験 方 法

(0 試水 1)水道水 著者らの事務室,研究室,実験
室,盛岡市及び玉山村内の水道水を採取した。
2)井水 東北農試構内,盛岡市内,岩手県滝沢村内,
玉山村及び秋田県比内町内の井水を採取した。

3)湧水 東北農詩構内や隣接団地内,滝沢村及び比
内町内の湧水を採取した。

4)河川水 滝沢村内の小り11,盛岡市及び矢巾町内岩
崎川,北■_l11,滝沢村及び矢巾町内農業用水を採取した。
5)農村内施設排水 滝沢村内ドジョウ養殖場,矢 巾
町内畜舎 (豚約 2万頭 排水量は大水流量湧水か小川並)
及び農業集落排水処理施設の3カ所,6点を採取した。
(21 定量 1)SS及 びpH 東洋ろ紙NQ 6で試水を演
過し,残澄を定量し,SSと した。pHはガラス電極法を用
いた。

2)亜硝酸態,硝酸態及びアンモニア態窒素 スルファ
ニルアミド・ ナフチルエチレンジアミン吸光光度法で亜硝

酸態を定量した。紫外吸光光度法で硝酸態を定量した。フ

ローインジェクション分析法 (FIA)で アンモニア態窒素
を定量した。

3)酸加熱分解性窒素 (B― N) 試水を過塩素酸・
硫酸分解し,FIAで定量した。
4)水溶性燐 (W― P)及び全燐 (T― P)水 溶性
は直接,全燐は過塩素酸・硫酸分解した後,ア スコルビン

酸還元吸光光度法でそれぞれを定量した。

5)そ の他の元素 試水を過塩素酸 。罰麟分解した後
原子吸光測光法でそれぞれ定量した。

3結 果

調査結果は表 1に示した。

0)水道水 :SS,亜硝酸,マ ンガン,鉄及び亜鉛では日
常的に使用している蛇回の水中濃度は低い。水道管が新し

い場合や劣化してくると亜鉛や鉄の濃度は上昇して来た。

アルカリ元素濃度は地域差が認められた。

(2)井水 :濃度範囲が大きい (50～ 21Kl倍)成分は,SS,
N02-N,N00-N,W― P,T― P及びT― Mnであっ
た。良く利用されている井水中のこれら成分濃度は低い。

13)湧水 :濃度範囲が10～ 20倍の差がある成分は,T―
K及びT― Feであつた。湧水は井水よりSSが多い。

“

)河川水 4ヽり||,河川及び用水中成分濃度差は小さ 、ヽ
家庭雑排水が混入してくると,各種成分濃度が上昇 し,特
にT― P,T― Fe及びT― Mnの上昇が激しい。
(51 農村内施設排水 畜舎及び農業集落排水処理施設処
理水では,河川がμg/′ 単位であるのにmg/′ 単位と
なる成分は,各種形態窒素,燐及び鉄である。約 2ケ タ濃

度が高い成分iま ,T― K,T― Na及びT― Mnであった。
16)地下水中硝酸 飲料水中硝酸濃度が上昇すると家畜
及び人体に障害が発生するので,図 1に示した概略地形の

場所2カ 所を選定し,自然浄化式畜舎 (牛 10頭以上)の有
無の井水と湧水を採取し,硝酸を定量した。結果を表 2に

示した。明らかに自然浄化式畜舎のリト水が地下水中硝酸濃

度を上昇させていた。しかも飲料水基準値のNOs― N 10
mg/′ に達していた。
17)ビニールハウス土壌中硝酸 最近ビニールハウスに
液肥が施用されているので,図 1に示した地形のビニール
ハウス土壌中の硝酸を定量した。分析結果を表 3に示した

が,土壌診断の実施前と後では,硝酸の地下浸透量に差が

あると考えられる。なお,土壌診断に基づいた施肥を行っ

た結果 トマト生産量は 1～ 2割増収した。

4 ま と め

農村集落内用水は,農業生産現場に近い農業改良普及所

や農業協同組合等の実験室で,日常的に化学計測を行い.

用途別管理を科学的に行う必要がある。
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表 1 水質分析結果
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注 SS:溺瞥物質 pH I水素イオン激 N02-N:工硝酸態室為 NO`― NI硝酸態彗為 NH{― NIア ンモニア蟻 B― N:酸左藤分摯塵撼為
W― P:水溶性騰 T― Pi全編 T― Kl全加星,T― Cal全カルシウム,T―Mg:全マグネンウム,T― Nal全ナトリウム,T― Fc I鉄
T― Zn:全戦 ,T―MI全マンガン, *1幾何平均, *21■ gy′ ,RI範囲,X:平均値 Sx:母数を(n-1)と した時の標準脇 正常:自然水,
異常i井日寸近に畜舎・働所等がある,用水・雑涜水有:農業用水に動 力筋入している。

表2 地下水中硝酸態窒素濃度  (NO`― N嘔/′ )
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図 1 農家周辺概略図
注)表 2,表 3の試料採取地点

試  水

採取地 Ml:東 北農試 (厨りID内
NQ 2:秋田県比内町内

表3 雨よけビニールハウス内土壌中硝酸態窒素
農耕地
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